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4.  仕向送金 
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1 概要 

 

海外への送金依頼やご依頼内容・取引状況の照会などを行うことができます。 

 
 

新規の取引を１件ごと個別に依頼できます。>>>>> P.48 参照 

依頼した取引はテンプレートとして登録することができます。 

利用頻度の高い取引はテンプレート登録しておくと便利です。 
>>>>> P.176 参照 
テンプレート登録した依頼内容は、次回以降の依頼時に読み込むこ

とで、入力の手間を省くことができます。>>>>> P.177 参照  

お客さま社内で作成途中の状態となっている取引や池田泉州銀行

が返却（差戻し）を行った取引について修正・再依頼、または削除

することができます。 

修正・削除できるのは、取引の作成者ご自身のみです。 
>>>>> P.58 参照 

 

ご自身が作成した取引、またはご自身が承認者に指定された取引を

照会することができます。 

「全取引照会」の取引権限を保有するユーザは、他ユーザ作成分を

含むすべての取引を照会できます。 

ご依頼内容や取引状況のほか、取引結果（計算書）を確認すること

ができます。>>>>> P.60 参照 

過去10 年分の取引を照会することができます。 

ご依頼内容のほか、弊行庫での取引結果（計算書）などを確認する

ことができます。>>>>> P.64 参照 

 

ご自身が承認依頼を行った取引について、引戻し（取下げ）を行う

ことができます。>>>>> P.66 参照 

引戻しを行った取引は「作成中取引の修正・削除」から、修正・再

依頼、または削除することができます。>>>>> P. 58 参照 

 

定期的な取引の依頼内容をテンプレート（雛型）として事前に登録

することができます。 

登録したテンプレートは依頼画面で呼び出すことで、入力の手間を

省くことができます。 

テンプレートは、修正・削除を行うこともできます。 

 
 
 
 
  

送金依頼[画面入力] 

作成中取引の修正・削除 

取引照会 

承認待ち取引の引戻し 

テンプレートの登録 

テンプレートの照会・修正・削除 

取引照会[長期保存] 
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2 操作手順 

 

2.1  送金依頼（画面入力） 

2.1.1  メニューを表示して、［仕向送金］＞［仕向送金］＞［送

金依頼[画面入力]］を選択します。 

 

2.1.2  依頼内容を指定し、［内容確認］を押します。 

入力項目の詳細については、「Web 外国為替サービス操作マニュアル（別冊）」をご参照ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

を入力する 

送金指定日、お客様整理番号、送金種類を入力して

ください。 

※送金指定日は、1 ヶ月先までの日付（金融機関営

業日）が指定可能です。 

 

 

送金指定日に日本の休日を指定することはできません。主要通貨については海外の休日を指定した場合には依頼時に注意

メッセージが表示されますので、あらためて送金指定日をご確認ください。（そのまま依頼を続行することも可能です。

韓国ウォンはメッセージが表示されません） 

基本情報 １ 

 注意 

１ 

  
 

つづく 
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  （カレンダーボタン）を押すと、日本の休日と海外の休日が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力欄の背景色は以下のとおりです。 

背景色 内容 説明 

オレンジ 必須入力 必ず入力してください。（入力後は白色表示となります。） 

灰色 入力不可 入力できません。 

白 任意入力 必要に応じて入力してください。 

赤 エラー 入力エラー時に該当項目の背景色が赤色反転します。 
 

各入力欄には入力見本がグレー表示されていますので参考にしてください。（入力すると表示は消えますが、入力しなかった

場合は再び表示された状態に戻ります。） 

住所欄の各項目は、国ごとに入力要否が異なります。「国名」を選択すると各入力欄の背景色（必須／不可）が変わりますの

で、これに従って入力してください。（以下、「受取人」などについてもすべて同様です。） 

1     を入力する 

送金通貨、送金金額を入力してください。 

仕向送金取引は、お客さま自身がユーザごとに設定した「1 回あたり」の金額の範囲内でのお取扱となります。（各上限金

額は池田泉州銀行所定の換算相場に基づく円換算額を基準とします。） 

つづく 

 メモ 

２ 

  
 

  
 送金金額 

 メモ 

２ 
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を入力する 

送金代り金の引落口座を指定してください。 

 

を入力する 

送金代り金の決済方法、金額、予約番号を入力して

ください。 

※分割決済を行う場合は、「行の追加」ボタンを押す

と2 行目以降の入力欄が表示されます。 

 

       を入力する 

お受取人の氏名（企業名）、国名、住所などを入力し

てください。 

分割決済を行う場合は、金額欄の合計が送金金額と同額になるよう入力してください。（入力欄は先頭行から順に詰めて

入力してください。） 

４ 決済方法 

支払口座 ３ 
３ 

４ 

  
 

受取人 

５ 

  
 

 メモ 

つづく 

５ 



4. 仕向送金 

2.操作手順 

51 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

最終受取人を指定する場合 

       を入力する 

お受取人と異なる第三者等が最終受取人となる場合

に入力してください。（存在しない場合は入力不要で

す。） 

を入力する 

受取人口座のIBANコード、または送金先銀行の

BIC（SWIFT）コードを入力して「銀行情報取得」

ボタンを押すと、銀行名や住所が画面に自動反映さ

れますので（>>>>> P188 参照）、表示された内

容をご確認ください。 

「最終受取人」欄は、初期状態では「入力しない」（入力欄が閉じた状態）となっているため、入力する場合は「入力する」

を選択して入力欄を表示してください。（最終受取人が存在する場合は必ず入力してください。） 

IBAN 採用国の場合、受取人口座は必ず「IBAN コード」で指定してください。 

IBAN 採用国以外の場合は「その他の口座番号」に入力してください。（国内向け送金の場合は「店番」も必須です。） 

※IBAN コード(International Bank Account Number)とは、口座保有金融機関の所在国、銀行名、支店名、および口座

番号を特定するための国際標準です。 

送金先銀行は原則「BIC（SWIFT）コード」で指定してください。 

※BIC コード（Bank Identifier Code）とは、銀行間通信網（SWIFT）において金融機関を特定するための国際標準です。 

「国別銀行コード」は、「BIC（SWIFT）コード」が不明の場合等に入力してください。（米国 ABA などの各国決済機関は

リストから選択いただけます。） 

 メモ 

送金先銀行 

最終受取人 ６ 

６ 

７ 

  
 

  
 

つづく 

７ 
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「銀行情報取得」ボタン押しても取得されない場合や、想定と異なる金融機関が取得された場合は、「IBAN コード」または

「BIC(SWIFT)コード」の入力内容を再度ご確認ください。（または、「銀行情報を入力して検索する」のリンクを押すと検索

画面が表示されますので、そちらから検索することも可能です。） 

SUB BRANCH 向けの送金、「BIC(SWIFT)コード」を一つしか有していない銀行であるなどにより、「銀行情報取得」ボタ

ンを押して取得した銀行情報（支店名・住所）が受取口座のある支店と異なる場合、受取銀行の「BIC(SWIFT)コード」を入

力のうえ、「金融機関への連絡事項」欄（>>>> P.53 参照）に受取口座のある支店名、住所を入力してください。 

SWIFT非加盟の金融機関を指定される場合は、送金先銀行欄右下の「直接入力する」ボタンを押して直接入力してください。

（「銀行情報取得」ボタンや「銀行情報を入力して検索する」リンクは SWIFT非加盟の金融機関には対応していません。） 

経由銀行を指定する場合 

を入力する 

経由銀行のBIC（SWIFT）コードを入力して「銀行

情報取得」ボタンを押すと、銀行名や住所が画面に

自動反映されますので（>>>>> P.188 参照）、表

示された内容をご確認ください。 

「経由銀行」は、初期状態では「入力しない」（入力欄が閉じた状態）となっているため、入力する場合は「入力する」を

選択して入力欄を表示してください。 

経由銀行を指定される場合は、「BIC（SWIFT）コード」が必須となりますので必ず入力してください。（SWIFT非加盟の

金融機関は指定できません。「国別銀行コード」による指定もできません。） 

「銀行情報取得」ボタンを押しても取得されない場合や、想定と異なる金融機関が取得された場合は、「BIC(SWIFT)コード」

の入力内容を再度ご確認ください。 

経由銀行は送金先銀行と異なり「直接入力」はできません。（「銀行情報取得」ボタンまたは「銀行情報を入力して検索する」

リンクから、必ずSWIFT 加盟の金融機関を指定していただきます。） 

  
 

  
 

８ 

 注意 

 注意 

８ 経由銀行 

 メモ 

つづく 
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          を入力する 

送金目的、送金理由、送金理由コード、国際収支項

目番号、原産地、船積地、仕向地、外国為替及び外

国貿易法に基づく許可等を入力してください。 

                を入力する 

お受取人に通知する参照番号（取引識別番号など）

やその他のメッセージを入力してください。 

               を入力する 

送金先国により必要とされる場合、現地当局等が定

める送金目的コードやその他必要事項を入力してく

ださい。 

                 を入力する 

池田泉州銀行への連絡事項がある場合に入力してく

ださい。 

          を登録する 

お取引のお申込みにあたり、必要書類（PDF形式

ファイル）をファイルで添付することができます。 

ボタンを入力する 

受取人へのメッセージ 

送金目的・許可等 ９ 

添付ファイル 

金融機関への連絡事項 

現地当局宛報告事項 

  
 

内容確認 14 

９ 

11

12

13

14

10 

11 

12 

13 

10
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1 

2.1.3  依頼内容を確認し、［実行］を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

をチェック 

「確認事項」をお読みいただいたうえでチェックし

てください。 

（同意いただけない場合はお取扱いできません。） 

承認ありの場合 

を入力する 
承認パターンに応じて、1 名または 2 名の承認者

をプルダウンから選択してください。 

・シングル承認の場合「承認者」 

・ダブル承認の場合「一次承認者」「最終承認者」 

承認なしの場合 

を入力する 

確認用パスワード、およびトランザクション認証番

号を入力してください。 

※トランザクション認証番号は、認証用トークンの

カメラを画面上の二次元コードにかざすと、

トークン上に表示されます。 

承認ありまたは実勢相場適用外取引の場合 

ボタンを押す 

送金依頼（または承認ありの場合は承認依頼）が 

完了します。>>>>> P.57 参照  

承認なしで実勢相場適用取引の場合 

    ボタンを押す 

実勢相場を提示します。>>>>> P.55 参照 

  
 

2 

4 

1 

同意欄 

承認者情報 2 

3 認証情報 

 「承認者情報」欄は、承認なしの場合は  「認証情報」欄が表示されます。 3 2 

3 

実行 4 

レート照会 ５ 

５ 

ボタンは、実勢相場適用取引（大口取引）で承認なしの場合は 

                ボタンが表示されます。 レート照会  ＞  ５ 

4 実行   ＞  
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2.1.4  レート提示までの間、「レート取得中」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実勢相場を適用するお取引（大口取引※）の場合、以下のメッセージを表示しますので、承認なしの場合はレート照会を

行ってください。（承認ありの場合は、承認時に承認者がレート取得しますので、そのまま承認依頼を行ってください。） 

※「大口取引」とは、送金指定日当日に行う10 万米ドル以上、10 万ユーロ以上、その他外貨で10 万米ドル相当額以

上のお取引を指します。 

・承認なしの場合： 

このお取引には実勢相場（お申込時点での市場実勢相場に基づく為替レート）を適用します。「レート照会」ボタンを

押してレートを取得してください。 

・シングル承認／ダブル承認の場合： 

このお取引には実勢相場（お申込時点での市場実勢相場に基づく為替レート）を適用します。 

お客さまが設定した承認パターンに該当する操作をしてください。>>>>> P.11 参照 

「承認者」欄には、お客さま社内で承認権限を保有するユーザがプルダウンで表示されますので、この中から承認者を選

択してください。 

ダブル承認の場合、「一次承認者」と「最終承認者」に、同一の承認者は選択できません。 

「認証情報」欄は、お客さまの認証方法に応じて以下のとおり入力してください。（いずれの場合も「確認用パスワード」

は入力必要となります。） 

認証方法 
入力内容 

確認用パスワード ワンタイムパスワード トランザクション認証番号 

追加認証なし ○ × × 

ワンタイムパスワード認証 ○ ○ × 

トランザクション認証 ○ × ○ 
 

トランザクション認証用トークンのカメラを画面上の二次元コードにかざすと、取引内容（①、②）とトランザクション

認証番号（③）が表示されます。①、②を画面表示内容と照合のうえ、③をトランザクション認証番号欄に入力してくだ

さい。 
 

 

 

 

 

 

ワンタイムパスワード認証をご利用の場合は「ワンタイムパスワード」欄が表示されますので、トークンアプリまたはハー

ドウェアトークンに表示されたワンタイムパスワードを入力してください。 

レート提示されるまで、点滅を繰り返します。 

 メモ 

※1：入力内容が１０文字以上の場合は、前方10 文字を表示します。 

※２：入力文字数により、折り返して表示します。ただし、最大表示桁数を超える場合は、前方 15

桁＋“***”（アスタリスク）を表示します。 

① 

② 

 メモ 

③トランザクション認証番号 

取引内容 

①上段：受取人名（※1） 

②下段：受取人口座（※２） 
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2.1.5  提示されたレートを確認し、［実行］を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

2.1.6  依頼が成立するまでの間、「実行中」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.1.7  取引が実行されました。（送金依頼（画面入力）の完了） 

（1） 実勢相場適用取引（承認なし）の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取引を中止する場合 

ボタンを押す 

「仕向送金 依頼結果」画面を表示します。 

>>>>> P.56 参照 

提示されたレートで取引を行う場合 

残り時間内に     ボタンを押す 

「仕向送金 実行中」画面を表示します。 

>>>>> P.56 参照 

池田泉州銀行が提示したレートが表示されます。 

・提示レートは、池田泉州銀行での売買手数料（マージン）などを含む出来上がりの最終レートです。 

提示したレートの有効時間をカウントダウン表示します。 

・残り時間が0（ゼロ）になると、取引は「取止め」となります。あらためてご依頼ください。（「作成中取引一覧」よ

り、修正・再依頼することができます。）>>>>> P.58 参照 

取止めした取引は、「作成中取引一覧」より、修正・再依頼することができます。 

を控える 

取引選択画面に戻る場合 

ボタンを押す 

続けて依頼を行う場合 

ボタンを押す 

２ １ 

 メモ 

取止め 

実行 

１ 

２ 

3 

1 

続けて新規の入力へ 

2 仕向送金メニューへ 

3 

1 受付番号 

2 
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2 

1 

3 

 
 

 
 
 
 

（2） 実勢相場適用外取引または承認ありの場合（上記（１）以外の場合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Web 外国為替サービスでは、各種操作を行う際、受付番号を利用します。 

「ステータス」に“返却済み”が表示されたお取引は、返却理由が表示されますので、内容をご確認のうえ「作成中取引

一覧」より、修正または削除の操作を行ってください。>>>>> P.58 参照 

を控える 

取引選択画面に戻る場合 

ボタンを押す 

続けて新規のお取引を行う場合 

ボタンを押す 

このメッセージが表示された場合、該当のお取引はお客さま社内で承認待ちの状態となっており、池田泉州銀行へのお

申込はまだ完了しておりません。引き続き承認者にご連絡のうえ、承認操作（>>>>> P.120 参照）を依頼してください。 

（お客さまの承認パターンがシングル承認、またはダブル承認の場合、承認者による承認操作が必要となります。） 

承認なしの場合は、この操作で池田泉州銀行へのお申込みが完了します。（メッセージも表示されません。） 

Web 外国為替サービスでは、各種操作を行う際、受付番号を利用します。 

依頼内容を修正する場合は「引戻し可能取引一覧」より引戻し（取下げ）のうえ、修正してください。>>>>> P.66 参照 

 メモ 

仕向送金メニューへ 

続けて新規の入力へ 

受付番号 

 注意 

 メモ 

1 

3 2 
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1 

 

 

2.2  作成中取引の修正・削除 

2.2.1  メニューを表示して、［仕向送金］＞［仕向送金］＞［作

成中取引の修正・削除］を選択します。 

 

2.2.2  作成中取引の一覧が表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

修正、または削除したい 

リンクを押す 

ご自身が作成した以下ステータスの取引について、修正・削除が可能です。 

 ステータス 説明  

 保存中 ご自身により一時保存した取引  

 引戻済み ご自身が承認依頼後、引戻しした取引（承認前）  

 差戻済み 承認者より差戻しされた取引（メールでお知らせします）  

 返却済み 池田泉州銀行により返却された取引（メールでお知らせします）  

 取止め※ レート提示後、ご自身が中断した取引  

 ※仕向送金／外貨預金振替のみ 

「外為トップ」画面「作成中のお取引」から直接遷移することも可能です。>>>>> P.43 参照 

実勢相場を適用した取引が返却された場合は、修正することはできません（削除のみ可能です）。ご不明点につきまして

は、大変お手数ですがWeb 外国為替サービスヘルプデスクまでご連絡ください。 

（ISO 移行前）が表示されたお取引※は修正できません（削除のみ可能です）。再度ご依頼の場合は、お手数ですが「送金

依頼（画面入力）」メニューから新規で入力してください。>>>>> P.48 参照 

※池田泉州銀行では、SWIFT電文のISO20022フォーマット移行に伴い、2025年9月16日より仕向送金の依頼フォーマットをISO

形式の新フォーマットに変更しており、それ以前に作成されたお取引には（ISO移行前）が表示されます。 

受付番号 
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2.2.3  表示された内容を確認し［修正］または［削除］を押しま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2.4  取引を削除する場合、［実行］を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2.5  取引が削除されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

作成中取引の修正を行う場合 

ボタンを押す 

以降の操作手順は、送金依頼（画面入力）と同様で

す。>>>>> P.48 参照 

作成中取引の削除を行う場合 

ボタンを押す 

ボタンを押す 

取引選択画面に戻る場合 

ボタンを押す 

続けて修正／削除を行う場合 

ボタンを押す 

削除 

修正 

実行 

仕向送金メニューへ

作成中取引選択へ 

  
 

  
 

1 2 

1 

2 1 
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2.3  取引照会 

2.3.1  メニューを表示して、［仕向送金］＞［仕向送金］＞［取

引照会］を選択します。 

 

2.3.2  検索条件を入力して、［絞り込み］を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

検索条件を入力して      ボタン

を押す 

送金指定日が、1 年前までの取引が照会できます。 

最大1,000 件までの取引が一覧表示されます。 
「全取引照会」の取引権限を保有するユーザは、他ユーザ作成分を含むすべての取引を照会できます。 

一時保存した取引は対象外とします。 

照会する場合は「作成中取引の修正・削除」から照会してください。>>>>> P.58 参照 

ISO 移行前から Web 外国為替サービスをご利用のお客さま※は、ISO 移行前の（旧フォーマットによる）お取引も従来

どおり照会可能です。 

この際、「依頼形式」の検索欄から新旧フォーマットを指定して取引を検索することもできますので、必要に応じてご利

用ください。（ISO 移行後からご利用のお客様の場合は表示されません。） 

 

※池田泉州銀行では、SWIFT電文のISO20022フォーマット移行に伴い、2025年9月16日より仕向送金の依頼フォーマットをISO

形式の新フォーマットに変更しています。 

絞りこみ 
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2.3.3  検索結果の一覧より照会する対象を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

依頼内容を照会する場合 

リンクを押す 

「仕向送金 照会結果」画面を表示します。 

>>>>> P.62 参照 

決済明細（計算書)を照会する場合 

決済明細の     ボタンを押す 

「仕向送金 決済明細」画面を表示します。 

>>>>> P.63 参照 

ISO 移行前（旧フォーマット）の取引には、受付番号欄に“（ISO 移行前）”が表示されます。（新フォーマットの取引と

の一括印刷や一括ファイル取得はできません。） 

実勢相場適用取引については、金額欄に“（実勢相場）”が表示されます。 

一覧に表示するステータスは以下のとおりです。 

 ステータス 取引の状態  

 承認待ち お客さま社内で、承認待ちとなっている状態  

 一次承認待ち お客さま社内で、一次承認待ちとなっている状態  

 最終承認待ち お客さま社内で、最終承認待ちとなっている状態  

 差戻済み お客さま社内で、承認者が差戻しを行った状態  

 引戻済み お客さま社内で、依頼者自身が引戻し（取下げ）を行った状態  

 
返却済み 

お取扱不可となり、池田泉州銀行からお客さまに取引の返却（差戻し）を行った

状態 
 

 提示済み 池田泉州銀行がレート（実勢相場）を提示した状態  

 取止め レート（実勢相場）提示後、お客さまが取引を中止した状態  

 申込済み 池田泉州銀行へのお申込みが完了した状態  

 受付中 池田泉州銀行でお取引を受け付けた状態  

 処理済み 池田泉州銀行での処理が完了した状態  

照会 

受付番号 1 
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承認なしの場合、以下のように表示します。 

ダブル承認の場合、以下のように表示します。 

シングル承認の場合、以下のように表示します。 

 

2.3.4  ご依頼内容が画面表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（ISO 移行前）の取引は、従来どおり旧フォーマットで表示されます。（但し、「テンプレート保存」や「複写作成」は 

できません。） 

「添付ファイル」のリンクを押すことで、お客さまが登録した添付書類ファイル（PDF 形式ファイル）を照会できます。 
>>>>> P.187 参照 

当箇所は承認パターンによって表示内容が異なります。 
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2.3.5  決済明細（計算書）が表示されます。 
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2.4  取引照会[長期保存] 

2.4.1  メニューを表示して、［仕向送金］＞［仕向送金］＞［取

引照会[長期保存]］を選択します。 

 

2.4.2  検索条件を入力して、［絞り込み］を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

検索条件を入力して      ボタン

を押す 

結末済みの取引が過去10 年分照会できます。（仕向送金以外も各業務のサービスメニューから照会可能です。） 

 サービス種類 ステータス 照会可能期間 備考 

 仕向送金 処理済み 送金指定日が10 年前まで  

 外貨預金振替 処理済み 振替指定日が10 年前まで  

 輸入信用状開設 
処理済み 有効期限が10 年前まで  

 輸入信用状条件変更 

 被仕向送金 到着案内／入金

サービス 
処理済み 到着案内日が10 年前まで  

 被仕向送金 照会サービス － 入金日が10 年前まで  

 

為替予約 

締結済み 【確定渡し取引】 

受渡日が10 年前まで 

【特定期間渡し取引】 

受渡終了日が10 年前まで 

成立済みのリーブオーダー取引も含みます。  処理済み 

 確認済み 

 各種お手続き 処理済み 申込日が10 年前まで  

但し、2025 年9 月16 日より前に既に結末済みとなっていた取引は照会できません。 

一覧には最大1,000 件までの取引が100 件ずつ表示されます。 
「全取引照会」の取引権限を保有するユーザは、他ユーザ作成分を含むすべての取引を照会できます。 

絞りこみ 
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2.4.3  検索結果の一覧より照会する対象を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

申込書または計算書を印刷・ファイル取得する場合 

欄をチェックする 

取引を選択します。 

操作対象のボタンを押す 

選択した取引の帳票を印刷、またはCSV形式ファ

イルを取得します。 

>>>>> P.199 参照 

添付ファイルを取得する場合 

添付ファイルの     ボタンを押す 

該当取引の添付ファイルを取得します。 

>>>>> P.187 参照 

各サービスごとに以下の内容が照会できます。 

サービス種類 

申込書（ご依頼内容） 計算書 
添付 

ファイル 
備考 

印刷 
ファイル 

取得 
印刷 

ファイル 

取得 

仕向送金 ○ ○ ○ ○ ○  

外貨預金振替 ○ ○ ○ ○ ×  

輸入信用状開設 ○ ○ ○ ○ ○  

輸入信用状条件変更 ○ ○ ○ ○ ○  

被仕向送金 到着案内／入金

サービス 
○ ○ ○ ○ ○  

為替予約 ○ ○ × × × 
為替予約では池田泉州銀行との約定

内容が総会可能です。 

各種お手続き × × × × ○  

3 取得 

1 3 

2 

選択 
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2.5  承認待ち取引の引戻し 

2.5.1  メニューを表示して、［仕向送金］＞［仕向送金］＞［承

認待ち取引の引戻し］を選択します。 

 

2.5.2  引戻し可能取引一覧画面を表示して、［受付番号］リンク

を押します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

引戻しする取引の       リンク

を押す 

以下ステータスの取引について、引戻しが可能です。 

 ステータス 説明  

 承認待ち シングル承認の場合に、承認待ちとなっている取引  

 一次承認待ち ダブル承認の場合に、一次承認待ちとなっている取引  

 最終承認待ち ダブル承認の場合に、最終承認待ちとなっている取引  

（ISO 移行前）の取引も引戻し可能です。但し、引戻し後の修正（再度の承認依頼）はできませんので、引戻し後は「作

成中取引一覧」から削除してください。>>>>> P.58 参照 

受付番号 
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2.5.3  表示された内容を確認し、［実行］を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.5.4  引戻しの完了です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボタンを押す 

取引選択画面に戻る場合 

ボタンを押す 

続けて引戻しを行う場合 

ボタンを押す 

引戻しした取引は、「作成中取引一覧」より、修正・再依頼、または削除を行うことができます。>>>>> P.58 参照 

但し、「各種手続き」については引戻し後の修正／削除はできませんので、再依頼時はあらためて依頼操作を行ってくだ

さい。>>>>> P.152 参照 

実行 

仕向送金メニューへ

取引一覧へ 

  
 

1 

2 1 
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